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１．は じ め に

　学習者が主体的に学ぶためには、学習者同士が意見交流する機会を設けることが欠かせない。その重
要性は通常の対面授業ではもちろん、学習者同士の直接の交流のないオンライン授業において一層増し
ている。
　その意見交流の方法としてブレーンストーミングがある。対面授業では、学習者に付箋を配布し、自
分の意見を書いて模造紙やホワイトボードなどに貼り付けさせ、それをグルーピングして意見をまとめ
ていく、といった手法が取られる。これをオンライン授業で実現しようとした場合、新たなツールが必
要である。
　そのツールとして、本研究ではScrapboxを活用した。Scrapboxはクラウド上の情報整理／共有シス
テムであり、Nota Inc.が提供しているWebサービスである（図1参照）。柔軟な文章作成機能、強力なリ
ンク機能に加えて、簡便な共同編集機能が特徴である。類似のツールとしてGoogle Documentの共同編
集機能があるが、導入のしやすさ・扱いの簡便さからScrapboxが優れていると考える。
　筆者はこのScrapboxを授業運用のメイン・ツールとして活用し、授業実践を行なっている１）。通常
の授業資料の提示、学生同士の意見交流ツールとしての活用、毎回の授業のふりかえりやレポート等の
提出の場として活用している。日々の活用の中でScrapboxの効果を実感しているところであるが、学
生はこのScrapboxの効果をどのように感じているのか、疑問に思っていた。
　Scrapboxは授業での活用事例も多いが、Google Classroomなどに比べるとまだまだ少ない。また、
授業活用における効果について重要な報告２）はあるものの、まだ量は少ない。また、オンライン授業
でScrapboxを活用する事例は今まさに現在進行形の状態である。こうした状況において筆者は、学生
がオンライン授業でScrapboxを活用するにあたってScrapboxのどのような特徴が効果があるのか、ま
た、学生同士の意見交流の場においてScrapboxのどのような特徴が効果的なのか、さらに、授業への
満足度の向上においてScrapboxがどのような効果を示すのか、などを明らかにすることで、今後の実
践への知見を得たいと考えている。
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２．研究の目的

　そこで、本研究では筆者が担当するオンライン授業においてScrapboxを授業運用ツールとして活用
し、学生にも活用させることで、以下のことを明らかにしたい。
　①　オンライン授業において、Scrapboxの操作性のどのような特徴が効果的なのか。
　②　オンライン授業での学生同士の意見交流の場において、Scrapboxのどのような点が効果を上げる

のか。
　③　オンライン授業全体において、Scrapboxのどのような点が満足度を向上させるのか。
　なお、本研究ではアンケート調査を行うが、アンケートの目的が研究であることを回答者に伝え、ま
た無記名で行うことによって回答者を特定されないようにし、回答者に不利益にならないようにするな
どの、倫理的配慮について留意する。

３．研究の方法

３. １．対　象

　実践はN大学の国語科教育法Ⅰのオンライン授業で行った。対象学生は11名（男子2名、女子9名）である。

３. ２．実施期間

　実践期間は2020年4月～ 8月の全16回の授業である。

図1　Scrapboxのプロジェクトの例（塩澤一洋氏のブログ「Shiology.org」より）３）
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３. ３．授業実践の概要

　この授業では普段からScrapboxを活用している。授業資料の提示に活用し、学生のレポートや毎回
の振り返りもScrapboxを介して提出させている。また、授業中の学生同士の演習には共同編集ができ
るプロジェクトを使っている。全16回の授業計画は図2の通りである。

　第1回～第8回は学習指導要領の理解を中心とした内容である。第9回～第12回は松尾芭蕉の『おくの
ほそ道』から学生が自由に教材とする文章を選択して学習指導案を作成させる内容である。第13回～第
16回はこの学習指導案に沿った授業の学習成果を生徒に動画でまとめさせると仮定させ、その例を作成
してYouTubeで配信させ、互いに評価させるという内容である。
　上記の授業の中で、第6回・第8回・第10回・第14回において学生同士で意見交流を図る場面を設けた。
その際、第6、8、14回はScrapboxの共同編集機能を活用して学生にブレーンストーミングを行わせた。
そのうち、本研究に関係するのは第6回と第8回のものである。第6回のテーマは「目の前にいる学習者
の実態を把握するにはどんな方法をとれば良いか？」であり、第8回のテーマは「仮想の中学校の教育
目標を、国語科としてどう実現すれば良いか？」であった。ブレーンストーミングの様子は図3、図4の
ようなものであった。

図2　国語科教育法Ⅰの授業計画
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図3　第6回のブレスト結果

図4　第8回のブレスト結果
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３. ４．評価方法

　学生にGoogle Formによるアンケート調査を行い、Scrapboxの操作性、共同編集機能によるブレスト
の効果、ARCSモデルに基づく学習意欲４）の計19項目について5段階評価させた。5段階評価は「5＝よ
く当てはまる、4＝まあまあ当てはまる、3＝どちらとも言えない、2＝あまり当てはまらない、1＝全く
当てはまらない」とした。表1はアンケート項目の一覧である。なお、これに加えて自由記述の質問を3
項目設けているが、本研究では扱わない。
　このアンケート結果についてjs-STAR version9.8.6j ５）を用いて相関係数を計算する。この結果を分析・
考察することで、授業におけるScrapboxの効果について探る。

４．結果と考察

４. １．アンケート結果の概要

　第14回の冒頭にアンケート調査を行った。有効回答数は9名、有効回答率は72.73％であった。各項目
の集計結果は表2の通りである。
　これを見ると、どの項目も比較的高い平均値を示している。その中では「Scrapboxの操作性について」
の10項目のうち1、3、4、5、6の5項目が3点台であり、「授業全体について」の5項目のうち「23 自信が
ついた」が3点台である。他の13項目は4点台であり、特にScrapboxの共同編集機能を活用した部分に
関する項目が高得点を得ている。
　また、「10 全般的に、Scrapboxは便利である」、「14 Scrapboxでのブレーンストーミングは、自分の
学びに効果的だった」、「25 全体としてよかった」の3項目の得点が高く、Scrapboxが全体的に学生から
高い評価を得ていることがわかる。

４. ２．Scrapboxの操作性について

　相関係数の分析の結果、統計的に有意もしくは有意傾向にあるものは表3の通りであった。

表1　アンケート項目一覧
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表2　アンケート結果の集計一覧

表3　Scrapboxの操作性に関する相関分析結果
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　まず、Scrapboxの導入の容易さについて考察する。導入の容易さは平均値3.56であり、3点台の平均
値の中でも比較的高い評価を得ている。そして、「導入のしやすさ」の項目と「リンク機能」、「共同作
業プロジェクトを使ったグループでの話し合いの円滑さ」、「共同作業プロジェクトの参照の度合い」、「全
般的な便利さ」との間に有意な正の相関が見られた。Scrapboxの導入が容易だと感じることの要因と
してリンク機能の簡便さ、共同作業プロジェクトの利便性、全般的な便利さが関係していることがわか
る。Scrapboxはある語を半角括弧（[  ]）で囲むことによって、その語をタイトルとする新しいページ
を作成することができる。また、リンクを貼りたい語を同様に半角括弧で囲むことでリンクを貼ること
ができる。こうしたリンク機能の簡便さが反映した結果であろう。また、Scrapboxは共同編集機能が
活用できる。プロジェクトをプライベート・モードで作成すると、招待された者がプロジェクト内で自
由にページを作成することができ、またページ内でテキストを自由に記入・追加・削除できる。本研究
の授業では、授業資料提示用のプロジェクトとは別にプライベート・モードのプロジェクトを作成し、「共
同作業プロジェクト」と呼んで授業中に取り組ませる課題を置いたり、学生に共同の授業メモを作成さ
せたりして、自由に使わせている。また、プロジェクト内のページはタイル表示で一覧できるので、ど
のようなページがあるかも確認しやすい。こうした特徴が「導入のしやすさ」との相関の高さに寄与し
ていることが考えられる。これは「リンク機能の使用の度合い」と「共同作業プロジェクトの参照の度
合い」、「全般的な便利さ」との間に有意な正の相関が見られることからも裏付けられる。
　2番目に、Scrapboxの文章作成の容易さについて考察する。「ふりかえりの書きやすさ」は平均値が4.56
と高いが、「レポートの作成のしやすさ」は平均値3.44と比較的低い評価であった。そして、「ふりかえ
りの書きやすさ」と「レポート作成のしやすさ」、及び「レポートの作成のしやすさ」と「全般的な便利さ」
との間に有意な正の相関が見られた。ふりかえりの作成が容易であると考える学生はレポート作成も容
易であると感じていることがわかり、また、レポート作成が容易であると考える学生はScrapbox全般
に便利さを感じている。これにはScrapboxでの文章作成の容易さがある程度寄与していると考えられる。
　3番目に、Scrapboxの表示機能の効果について考察する。Scrapboxは行頭でスペースキーを打つこと
で箇条書き表示ができる。その場所でさらにスペースキーを打つと階層が深くなり、デリートキーを押
すと階層が戻る。さらに、テキストを行単位で範囲指定した後、「Ctrl」キー＋「↑」「→」「↓」「←」キー
の操作をすることで範囲指定した行を上下左右に自在に動かすことができる。この機能はレポート・論
文などの階層構造を持った文章を作成する際に役立つものである。また、半角括弧の後に定められた簡
単な記号を埋め込むことで文字の大きさや色を変更することができ、斜体表示や引用表示などをさせる
ことができる。Scrapboxのこうした表示機能について、「特殊表示をよく使う」の平均値が3.22とそれ
ほど高くはなく、使用への慣れが必要なことが伺える。しかし、「特殊表示の使用の度合い」項目と「箇
条書き機能や段落を動かす機能の使用の度合い」、「共同作業プロジェクトを使ったグループでの話し合
いの円滑さ」、「全般的な便利さ」との間に有意な正の相関が見られた。こうした機能の使用に慣れた学
生にとっては便利なものであることがわかる。
　4番目に、Scrapboxの共同編集機能の効果について考察する。「話し合いの円滑さ」の平均値は4.78、「参
照の度合い」の平均値は4.33と評価は高かった。そして、「共同作業プロジェクトを使ったグループで
の話し合いの円滑さ」と「共同作業プロジェクトの参照の度合い」が「全般的な便利さ」との間に有意
な正の相関が見られた。こうした共同編集機能の簡便さが学生のScrapboxに対する全般的な使い勝手
の良さの意識を向上させていることがわかる。
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４. ３．Scrapboxを活用したブレーンストーミングについて

　本研究の授業では、Scrapboxの共同作業プロジェクト内でテーマのみを置いた白紙のページを用意
し、そこにオンラインで参加している学生の自由な意見をリアルタイムで書き込ませるブレーンストー
ミングを行なった。そのブレーンストーミングでのScrapboxの利便性について11 ～ 14番目の質問項目
を設けた。それらとScrapboxの操作性についての相関係数を分析した結果、統計的に有意もしくは有
意傾向にあるものは表4の通りであった。この表の中で項目2に挙げた事項を中心に考察する。
　まず、「ブレーンストーミングでの操作のしやすさ」の平均値は4.11と高い評価を得ている。そして、「11 
ブレーンストーミングでは、操作しやすい」と「共同作業プロジェクトでの作業の容易さ」、「共同作業
プロジェクトを使ったグループでの話し合いの円滑さ」との間に有意な正の相関が見られた。オンライ
ン授業という環境で学生にブレーンストーミングを行わせるには、操作しやすいツールが求められると
考える。その点で、Scrapboxの共同編集機能の扱いの容易さは効果がある。またそれが、話し合いの
円滑さにもつながっていると言える。
　次に、「ブレーンストーミングでのアイデアの出しやすさ」の平均値は4.56と高い評価であった。そ
して、「12 ブレーンストーミングでは、アイデアを出しやすい」と「導入のしやすさ」、「リンク機能」、

「共同作業プロジェクトを使ったグループでの話し合いの円滑さ」、「共同作業プロジェクトの参照の度
合い」、「全般的な便利さ」との間に有意な正の相関が見られた。オンライン授業という、学生同士で顔
を合わせて意見を出し合うことができない環境にあって、アイデアの出しやすさを感じさせるツールは
有効性が高いと考える。その点で、Scrapboxの導入のしやすさ、強力なリンク機能、簡便な共同編集
機能が効果を挙げていると言える。

４. ４．Scrapboxを活用した授業の満足度について

　本研究では授業全体について、学習意欲の側面から評価するARCS動機づけモデルに基づく4項目「お
もしろかった（Attention）」「役に立ちそうだ（Relevance）」「自信がついた（Confidence）」「満足した

（Satisfaction）」と、参加者の肯定感を評価するための項目「全体としてよかった」の計5項目をアンケー
ト項目に置いた。これらと他の項目との相関係数を分析した結果、統計的に有意もしくは有意傾向にあ

表4　Scrapboxとブレーンストーミングとの相関分析結果
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るものは表5の通りであった。
　授業全体に関する5項目の平均値は「自信がついた」が3.67と比較的低いものの、「おもしろかった」
は4.78、「役に立ちそうだ」は4.89、「満足した」は4.44、「全体としてよかった」は4.89と高い評価を得
ている。そして、Scrapboxの操作性については「導入のしやすさ」、「リンク機能」、「共同作業プロジェ
クトの参照の度合い」の各項目において、学習意欲の「自信がついた」「満足した」との間に有意な正
の相関が見られた。また、Scrapboxによるブレストについて、「12 ブレーンストーミングでは、アイデ
アを出しやすい」と「自信がついた」「満足した」との間に有意な正の相関が見られた。さらに、「14 
Scrapboxでのブレストは、自分の学びに効果的だった」と「おもしろかった」「役に立ちそうだ」「満
足した」「全体としてよかった」との間に有意な正の相関が見られた。
　このことから、Scrapboxの導入の容易さ、他ページへのリンク機能、共同編集ページへの参照の頻
繁さが学生の学習への自信や満足感に寄与していることがわかる。またScrapboxによるブレストにお
けるアイデアの出しやすさ、自身の学びへの効果が学習意欲全体への高い評価に寄与していると考えら
れる。

５．結論と今後の課題

　本研究を通して、以下の結論を得た。
　①　Scrapboxの操作性について、システム導入の容易さ、文書作成の容易さ、リンク機能や箇条書き

等の表示機能の柔軟さがある程度効果的であり、共同編集機能の簡便さが効果的であることがわ
かった。

　②　オンライン授業での学生同士の意見交流の場において、上記に挙げたScrapboxの特徴の中で、文

表5　Scrapboxと学習意欲との相関分析結果
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章作成の容易さを除く3点がブレーンストーミングでの操作のしやすさやアイデアの出しやすさに
効果的であることがわかった。

　③　授業全体において、Scrapboxの上記と同様の3つの特徴が自信と満足度を向上させ、ブレーンス
トーミングによる学生自身の学びへの効果の自覚が学習意欲全体への向上に寄与することがわかっ
た。

　今後の課題は、今回の授業実践では比較的低い評価だったScrapboxの文章編集機能や表示機能を活
用し、学生の文書作成作業をサポートできる授業を設計することである。
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大会（京都大会）での研究発表内容６）を基に、詳細な分析結果を加えたものである。研究発表におい
て貴重な質問・意見を寄せてくださった皆様に謝意を表する。




